
 

 

東
京
と
名
古
屋
を
結
ぶ
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
２
０
２
７
年
開

業
を
め
ざ
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
12
月
18
日
、
山
梨
、
静
岡
、
長
野
の

三
県
に
ま
た
が
る
南
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル
を
貫
く
工
事
に
着
手
し

ま
し
た
（
山
梨
県
早
川
町
で
南
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル
の
起
工
式
）
。 

新
た
に
地
下
駅
を
造
る
品
川
と
名
古
屋
で
は
２
０
１
４
年
12
月

か
ら
資
材
置
き
場
整
備
な
ど
の
「
準
備
工
事
」
に
入
っ
て
い
ま
す

が
、
本
線
に
関
わ
る
工
事
は
初
め
て
で
、
工
期
も
10
年
に
及
ぶ
最

難
関
区
間
で
す
。 

南
ア
ル
プ
ス
ト
ン
ネ
ル
は
全
長
25
キ
ロ
で
標
高
２
５
０
０
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
山
々
を
貫
く
計
画
。
ト
ン
ネ
ル
の
深
さ
は
地
表
か

ら
最
大
１
４
０
０
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
日
本
の
鉄
道
史
上
、
最
も

難
し
い
工
事
の
一
つ
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
暮
ら
し
や
自
然

の
変
化
を
不
安
視
す
る
住
民
も
多
く
、
環
境
保
全
の
具
体
策
な
ど

問
題
が
山
積
す
る
も
と
で
の
工
事
強
行
で
す
。 

今
回
着
手
し
た
の
は
山
梨
側
（
静
岡
県
境
ま
で
）
の
7
・
7
キ

ロ
で
、
準
備
工
事
を
経
て
、
来
年
３
月
か
ら
、
リ
ニ
ア
の
走
る
位

置
ま
で
の
非
常
口
を
掘
削
、
同
９
月
に
は
そ
こ
か
ら
横
に
、
本
線
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ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
始
め
る
計
画
で
す
。 

南
ア
ル
プ
ス
の
地
表
か
ら
地
下
に
か
け
て
破
砕
帯
（
は
さ
い

た
い
）
と
呼
ば
れ
る
無
数
の
水
の
通
り
道
が
あ
り
、
大
量
の
水

が
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
と
、
地
表
部
の
渓
流
が
枯
れ
、
生
態
系
に

悪
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
南
ア
ル
プ
ス
を
水
源
と
す
る
大
井
川
の
流
量

が
毎
秒
２
ト
ン
減
る
と
試
算
。
ト
ン
ネ
ル
掘
削
で
出
た
水
を
導

水
路
で
大
井
川
に
戻
す
方
針
で
す
が
、
静
岡
市
は
「
環
境
保
全

の
面
で
十
分
と
は
言
え
な
い
」
と
再
考
を
求
め
て
い
ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
東
海
が
早
川
町
で
10
、
11
月
に
開
い
た
３
回
の
住
民
説

明
会
で
も
住
民
か
ら
、
山
梨
県
側
だ
け
で
約
３
２
６
万
立
方
メ

ー
ト
ル
発
生
す
る
建
設
残
土
や
、
工
事
期
間
中
、
町
内
を
通
行

す
る
工
事
用
車
両
が
最
大
４
６
５
台
（
１
日
に
走
行
す
る
片
道

台
数
）
に
上
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
大
き
な
影
響
は
な
い
と
説
明

さ
れ
た
が
信
じ
が
た
い
」
と
、
交
通
環
境
の
悪
化
や
観
光
業
、

水
源
枯
渇
へ
の
影
響
を
指
摘
、
不
安
視
す
る
声
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。 

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
岐
阜
県
内
の
沿
線
住
民
ら
で
作
る
「
リ

ニ
ア
を
考
え
る
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
12
月
6
日
、
中
津
川

市
の
中
津
川
文
化
会
館
で
、
リ
ニ
ア
の
運
行
に
よ
っ
て
発
生
す
る

電
磁
波
（
磁
界
）
の
勉
強
会
を
開
き
、
県
民
ら
約
２
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

法
政
大
学
講
師
の
天
笠
啓
祐
氏
が
講
演
。
「
リ
ニ
ア
は
超
電
導

で
磁
場
を
作
っ
て
浮
力
を
得
て
お
り
、
リ
ニ
ア
車
内
や
高
圧
送
電

線
、
変
電
所
周
辺
で
電
磁
波
が
発
生
す
る
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
の
付
属
機
関
は
電
磁
波
を
発
が
ん
性
の
可
能
性
が
あ
る
と

 

分
類
し
て
い
る
」
と
解

説
し
ま
し
た
。 

ま
た
「
Ｎ
極
と
Ｓ
極

が
変
わ
る
変
動
磁
場

が
体
に
影
響
す
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
も
指

摘
。
Ｊ
Ｒ
東
海
な
ど

は
、
電
磁
波
は
国
際
機

関
の
示
す
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
以
下
と
し
て
い

る
が
、
天
笠
氏
は
「
変

動
磁
場
の
値
は
公
表

さ
れ
て
お
ら
ず
、
影
響

は
未
知
数
」
と
し
ま
し

た
。 

リ ニ ア 問 題 を 考 え る た め に 
支部での学習 で活用しましょう ！ 
「月間学習」に、本村伸子衆院議員の論文が、 

「議会と自治体」に、「リニア中央新幹線問題を考えるつどい」

の記録が 

それぞれ掲載されました。 

（どちらも 2016 年 1月号） 


